
日本作物学会東北支部会 

第 55 回 総会および講演会プログラム 

会場:秋田県立大学生物資源科学部 

秋田市下新城中野字街道端西 241-438 

生物環境科学科棟（学部棟Ⅱ） 

会期:平成 24年 8月 21日(火)、22日（水） 

総会および講演会 

平成 24年 8月 21日(火) 

一般講演 11：00～12：00          第１会場：学部棟Ⅱ一階 Ｅ126、第２会場：学部棟Ⅱ 

13：00～15：30          一階 Ｅ125 

総会  15：40～16：20  会場：学部棟Ⅱ一階 E126 

懇親会  18：30～20：30  懇親会会場：秋田ビューホテル、TEL:018-832-1111 

秋田駅西口より徒歩 3分 

     参加費：4000円 

評議員会 

平成 24年 8月 21日（火）、9：00～10：45 会場：E106 

現地研修 

平成 24 年 8 月 22 日（水）、8：30 秋田駅東口駐車場脇集合、秋田県農業試験場･田沢湖疎水分水工・

東北農業研究センター大仙拠点見学、15：40大曲駅解散、16：40秋田駅解散 

運営委員会からのお願い 

1. 講演番号を付した講演資料（Ａ4版、100部）は、平成 24年 8月 14日(火)までに下記運営委員会事

務局へお送りください。 

2. 講演にはコンピュータをお使いいただけますが、スライドや OHPは使用できません。発表用ファイ

ル（Windows版 Power Point）を添付ファイルまたは郵送で、8月 14日（火）までに運営委員会事

務局へお送りください。 

3. 懇親会および現地研修へ参加希望の方で、まだ申し込まれておられない方は、8月 14日(火)までに

運営委員会事務局へお知らせください。 

 

〈運営委員会事務局〉 

〒010-0444 秋田県南秋田郡大潟村字南 2-2 秋田県立大学大潟キャンパス 
アグリビジネス学科・日本作物学会東北支部講演会運営委員会事務局（作物・雑草学研究室） 
担当:永澤信洋 TEL:0185-45-2026（代） FAX:0185-45-2377  
E-mail:O_sakumotsu@akita-pu.ac.jp（最初の文字は英字の大文字のオー、それ以降は小文字） 
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会場案内 

秋田県立大学生物資源科学部（秋田キャンパス）は秋田市の北西端、日本海から歩いて 10分に位置します。 

・自動車：秋田北ＩＣ又は昭和男鹿半島ＩＣから約 10分。 

・秋田空港：車で約 1時間。秋田空港⇔秋田駅間はバスで 1時間（900円） 

・電車：秋田駅より男鹿線または奥羽本線を利用し、追分駅下車。追分駅より徒歩 20 分（下の地図を

参照してください）。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
秋田市北西部の略図 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
秋田県立大学秋田キャンパスの案内図 

ファミリーマートと弁当屋

上り坂

大学への案内看板あり
左折→すぐ右折→下り坂

大学構内では下の拡大図
を参照してください

ファミリーマートの裏で右折
（大学への看板あり）

国道7号の1本内側の道

歩道橋を渡る

追分駅を出て直進→国道7号

7号線の信号を渡らず左折→

郵便局前の信号も渡らない

バスターミナルバスターミナルバスターミナル
JR追分駅
国道７号

１階
講演会受付（コートプラザ）
E126 第１会場
E125 第２会場
E106 評議委員会会場（8／21 9:00~10:45）

会員控え室（8／21 10:45～）

１階
講演会受付（コートプラザ）
E126 第１会場
E125 第２会場
E106 評議委員会会場（8／21 9:00~10:45）

会員控え室（8／21 10:45～）

駐車場駐車場駐車場

2階
食堂・売店

2階
食堂・売店


